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(57)【要約】
基板（１００）のバンク（１０１）の間に有機ＥＬ材料
を含む原料液（２００）を塗布する印刷工程を経て有機
ＥＬ表示パネル（３００）を製造する方法であって、印
刷工程の前に、基板（１００）に存在する異物Ａを検出
する検出工程と、異物Ａを検出した場合に異物Ａの位置
を示す位置情報を生成する情報生成工程と、位置情報に
基づいて、異物Ａ、および、その周囲の少なくとも一方
に阻害樹脂（２９９）を塗布する樹脂塗布工程とを含む
製造方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のバンクが設けられた基板の前記バンクの間に有機ＥＬ材料を含む原料液を塗布す
る印刷工程を経て有機ＥＬ表示パネルを製造する方法であって、
　前記印刷工程の前に、
　前記基板の前記バンク側の表面に存在する異物を検出する検出工程と、
　前記異物を検出した場合に前記基板に対する前記異物の位置を示す位置情報を生成する
情報生成工程と、
　前記位置情報に基づいて、前記異物、および、その周囲の少なくとも一方に前記異物が
前記原料液を吸収することを阻害する阻害樹脂を塗布する樹脂塗布工程とを含む
有機ＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項２】
　前記印刷工程においては、
　前記阻害樹脂が塗布された前記バンクの間に塗布する前記原料液の量を、前記異物が存
在しなかったならば塗布する前記原料液の量よりも少なくする
請求項１に記載の有機ＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項３】
　前記検出工程において、
　前記異物の大きさを示すサイズ情報を生成し、
　前記印刷工程において、
　前記阻害樹脂が塗布された前記バンクの間に塗布する前記原料液の量を、前記異物が存
在しなかったならば塗布する前記原料液の量よりも前記サイズ情報に基づき少なくする
請求項２に記載の有機ＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項４】
　前記阻害樹脂は、前記原料液をはじく撥液性を備える
請求項１～３のいずれか１項に記載の有機ＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項５】
　複数のバンクが設けられた基板の前記バンクの間に有機ＥＬ材料を含む原料液を塗布す
る印刷工程を経て有機ＥＬ表示パネルを製造する方法であって、
　前記印刷工程の前に、
　前記基板の前記バンク側の表面に存在する異物を検出し、前記基板に対する前記異物の
位置を示す位置情報を生成する検出工程を含み、
　前記印刷工程においては、
　前記位置情報に基づいて、前記異物が存在する前記バンクの間に塗布する前記原料液の
量を、前記異物が存在しなかったならば塗布する前記原料液の量よりも多くする
有機ＥＬ表示パネルの製造方法。
【請求項６】
　複数のバンクが設けられた基板の前記バンク側の表面に存在する異物を検出し、前記基
板に対する前記異物の位置を示す位置情報を生成する検出装置と、
　前記位置情報に基づいて、前記異物、および、その周囲の少なくとも一方に前記異物が
前記原料液を吸収することを阻害する阻害樹脂を塗布する樹脂塗布装置と、
　前記基板の前記バンクの間に有機ＥＬ材料を含む原料液を塗布する印刷装置と
を備える有機ＥＬ表示パネルの製造システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、有機ＥＬ表示パネルを製造する方法、および、有機ＥＬ表示パネルの製造シ
ステムに関し、特に印刷技術が採用される有機ＥＬ表示パネルの製造方法、および、有機
ＥＬ表示パネルの製造システムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　特許文献１は、有機ＥＬ表示パネルを製造するにあたり、基板上に設けたバンク（隔壁
）の間に原料液（機能液）を塗布する技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－１１３４２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本開示は、有機ＥＬ表示パネルを製造する方法、および、有機ＥＬ表示パネルの製造シ
ステムであって、印刷工程前の基板に付着した異物に対応することのできる有機ＥＬ表示
パネルを製造する方法、および、有機ＥＬ表示パネルの製造システムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本開示にかかる有機ＥＬ表示パネルの製造方法は、複数の
バンクが設けられた基板の前記バンクの間に有機ＥＬ材料を含む原料液を塗布する印刷工
程を経て有機ＥＬ表示パネルを製造する方法であって、前記印刷工程の前に、前記基板の
前記バンク側の表面に存在する異物を検出する検出工程と、前記異物を検出した場合に前
記基板に対する前記異物の位置を示す位置情報を生成する情報生成工程と、前記位置情報
に基づいて、前記異物、および、その周囲の少なくとも一方に前記異物が前記原料液を吸
収することを阻害する阻害樹脂を塗布する樹脂塗布工程とを含む。
【発明の効果】
【０００６】
　本開示によれば、印刷工程の前に基板の表面に異物が付着した場合でも、異物による原
料液の吸収を抑制し、製品である有機ＥＬ表示パネルにおいて、異物が付着していない部
分との輝度の差を減少させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、有機ＥＬ表示パネルの製造中における基板を模式的に示す斜視図である
。
【図２】図２は、印刷工程を実行した直後の異物が付着した基板を模式的に示す断面図で
ある。
【図３】図３は、有機ＥＬ表示パネルを備えたテレビを示す斜視図である。
【図４】図４は、有機ＥＬ表示パネルの製造システムを模式的に示す図である。
【図５】図５は、有機ＥＬ表示パネルの製造方法を示すフローチャートである。
【図６】図６は、樹脂塗布工程を実行する樹脂塗布装置を模式的に示す側面図である。
【図７】図７は、印刷工程を実行する印刷装置を模式的に示す側面図である。
【図８】図８は、実施の形態１の変形例１における樹脂塗布工程後の基板を模式的に示す
斜視図である。
【図９】図９は、実施の形態１の変形例２における印刷工程を実行する印刷装置を模式的
に示す側面図である。
【図１０】図１０は、実施の形態２にかかる有機ＥＬ表示パネルの製造システムを模式的
に示す図である。
【図１１】図１１は、実施の形態２にかかる有機ＥＬ表示パネルの製造方法を示すフロー
チャートである。
【図１２】図１２は、実施の形態２にかかる印刷工程を実行する印刷装置を模式的に示す
側面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
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　図１は、有機ＥＬ表示パネルの製造中における基板を模式的に示す斜視図である。
【０００９】
　同図に示す基板１００は、印刷工程に入る直前の基板１００であり、基板１００の表面
には縦方向（図中Ｚ軸方向）に延びて配置されるバンク１０１（隔壁）である縦バンク１
１１と横方向（図中Ｘ軸方向）に延びて配置されるバンク１０１である横バンク１１２と
が格子状に設けられている。図１には、印刷工程前のいずれかの段階で基板１００に付着
した異物Ａが説明のために示されているが、異物Ａはある確率で偶然に基板１００に付着
するものである。
【００１０】
　このように偶然に異物Ａが付着した基板１００に対し、有機ＥＬ材料を含む原料液２０
０（いわゆるインク）を塗布する印刷工程を実行する場合、異物Ａが存在する発光画素１
０２の容積は、異物Ａが存在しない発光画素１０２の容積に比べて異物Ａの分だけ小さく
なるので、一般的には、異物Ａが存在する発光画素１０２に塗布する原料液２００の量を
、異物Ａが存在しない発光画素１０２に塗布する原料液２００の量より、少なくするとい
う対策が考えられる。
【００１１】
　そこで発明者は、異物Ａが存在する発光画素１０２に塗布する原料液を少なくする種々
の条件の下、鋭意実験と研究とを行い、原料液の塗布条件の最適化を図ったが、異物Ａが
存在する発光画素１０２に塗布する原料液の量を少なくすると、異物Ａが存在する発光画
素１０２の輝度が存在しない発光画素１０２の輝度よりも高くなる傾向にあることを見出
した。
【００１２】
　そこで、さらに実験と研究とを重ねた結果、異物Ａが存在する発光画素１０２の輝度が
高くなるのは、原料液２００の塗布により形成される層の厚みが薄くなってしまうことに
起因することを見出した。そしてその原因が、図２に示すように、異物Ａ毛細管現象とで
も言うような現象により、原料液２００が異物Ａに吸い寄せられた状態で保持されるため
、異物Ａ以外の部分に塗布される原料液２００の量が減少するためであることを見出した
。すなわち、発光画素１０２における異物Ａの存在により、発光画素１０２の容積が減少
するのではなく、その逆で、等価的には発光画素１０２の容積の増大ということになる、
という新たな知見を得た。
【００１３】
　本開示は、上記新しく得られた知見に基づいてなされたものであり、一般的な技術者が
考える対策とは逆の発想に基づいてなされたものである。以下に適宜図面を参照しながら
、実施の形態を説明する。但し、必要以上に詳細な説明は省略する場合がある。例えば、
既によく知られた事項の詳細説明や実質的に同一の構成に対する重複説明を省略する場合
がある。これは、以下の説明が不必要に冗長になるのを避け、当業者の理解を容易にする
ためである。
【００１４】
　なお、本開示者らは、当業者が本開示を十分に理解するために添付図面および以下の説
明を提供するのであって、これらによって請求の範囲に記載の主題を限定することを意図
するものではない。
【００１５】
　（実施の形態１）
　［有機ＥＬ表示パネルの概要］
　有機ＥＬ表示パネル３００は、例えば図３に示すように、映像や画像、文字などを表示
する装置であり、図１に示すような基板１００から製造される表示装置である。例えば、
有機ＥＬ表示パネル３００は、受信した放送波等から得られる映像を出力するテレビ３９
９に組み込まれる。有機ＥＬ表示パネル３００は、有機ＥＬ材料で発光層が構成された発
光ダイオードである有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）ダイオード
を発光素子として備えている。本開示の場合、有機ＥＬ材料で発光層を形成する方法は印
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刷法であり、特に本実施の形態では、各発光色に対応した有機ＥＬ材料が含まれる複数種
類（本実施の形態では３種類）の原料液２００を所定のバンク１０１の間にそれぞれ吐出
して原料液２００を充填する印刷方法が採用される。
【００１６】
　［有機ＥＬ表示パネルの製造システム］
　図４は、有機ＥＬ表示パネルの製造システムを模式的に示す図である。
【００１７】
　同図に示すように製造システム４００は、検出装置４０１と、樹脂塗布装置４０２と、
印刷装置４０３とを備えている。
【００１８】
　なお、これらの装置は搬送装置で接続されるものであり、各装置のそれぞれはチャンバ
ー内に配置されてもよい。
【００１９】
　検出装置４０１は、前工程において複数のバンク１０１が設けられた基板１００のバン
ク１０１側の表面に存在する異物Ａを検出し、基板１００に対する異物Ａの位置を示す位
置情報を生成する装置である。本実施の形態の場合、検出装置４０１は、カメラを用いて
基板１００の画像をデータとして取得し、画像解析を行って異物Ａの有無、および、異物
Ａが存在している場合には、異物Ａの位置情報を生成する。なお、位置情報とは、例えば
基板１００に設けられた基準位置を原点とし、基板１００の表面の位置を二次元の数値で
表す情報などである。
【００２０】
　なお、検出装置４０１は、カメラの画像を解析して異物Ａを検出するものに限定される
訳ではなく、レーザー光を用いたものなど異物Ａの有無およびその位置を検出できるもの
であれば特に制限されるものでは無い。
【００２１】
　樹脂塗布装置４０２は、検出装置４０１によって生成された位置情報に基づいて、異物
Ａ、および、その周囲の少なくとも一方に異物Ａが原料液２００を吸収することを阻害す
る阻害樹脂を塗布する装置である。
【００２２】
　ここで、阻害樹脂とは、原料液２００、特に原料液２００に含まれる有機ＥＬ材料が異
物Ａに吸収されることを抑制、または、防止することができる樹脂である。阻害樹脂の材
質は特に限定されるものではないが、バンク１０１の間に充填される原料液２００と接触
するため、原料液２００（特に溶媒）に対して親和性が低く、原料液２００に溶解しにく
い、または、原料液２００と混ざりにくい疎液性の樹脂の採用が好ましい。さらに、原料
液２００に対するぬれ性の悪い撥液性の樹脂が好ましい。具体的には、バンク１０１を構
成する樹脂と同じ樹脂を阻害樹脂として用いることが好ましい。バンク１０１を構成する
樹脂は、疎液性、および、撥液性を備えており、また、有機ＥＬ材料やその他の材料と接
触した状態で製品として使用しても有機ＥＬ表示パネル３００に対し悪影響を及ぼすこと
なく安定した状態で維持することができるため、特に好ましい。
【００２３】
　樹脂塗布装置４０２の阻害樹脂の塗布方式は、特に限定されるものではなく、ジェット
ディスペンス方式、シリンジ方式、チュービング方式などを例示することができる。本実
施の形態の場合、阻害樹脂を液滴として吐出し、所定の場所に阻害樹脂を塗布するジェッ
トディスペンス方式の樹脂塗布装置４０２が採用されている。ジェットディスペンス方式
の樹脂塗布装置４０２であれば、バンク１０１に邪魔されることなく位置情報に基づいて
微小な異物Ａに対し正確に阻害樹脂を塗布することができ、また、阻害樹脂の塗布量も正
確に制御し、把握することができるため好ましい。
【００２４】
　印刷装置４０３は、基板１００のバンク１０１の間に有機ＥＬ材料を含む原料液２００
を塗布する装置である。印刷装置４０３としては、ジェットディスペンス方式の装置を例
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示することができる。本実施の形態の場合、印刷装置４０３は、線上、または、細い幅の
帯状領域内に並んで配置された多数の吐出口を有し、それぞれの吐出口からの原料液２０
０の吐出を制御することができるヘッドを備え、当該ヘッドと基板１００とを相対的に移
動させることで、基板１００の任意の位置に任意の種類の原料液２００（例えばＲＧＢに
それぞれ対応した有機ＥＬ材料が含まれる原料液２００）を塗布することができる装置で
ある。
【００２５】
　なお、印刷装置の次工程には、塗布された原料液２００を乾燥させて有機ＥＬ材料を層
状に形成する乾燥炉や、層状に形成された有機ＥＬ材料をさらに乾燥させて焼き付ける焼
き付け炉などが存在する。
【００２６】
　［有機ＥＬ表示パネルの製造方法］
　次に、有機ＥＬ表示パネル３００の製造方法について説明する。
【００２７】
　図５は、有機ＥＬ表示パネルの製造方法を示すフローチャートである。
【００２８】
　同図に示すように、前工程において複数のバンク１０１が設けられた基板１００に対し
、検出装置４０１を用いて基板１００のバンク１０１側の表面に存在する異物Ａを検出す
る（Ｓ１０１：検出工程）。
【００２９】
　検出工程（Ｓ１０１）で異物Ａが検出された場合（Ｓ１０１、Ｙ）、基板１００に対す
る異物Ａの位置を示す位置情報を検出装置４０１が生成する（Ｓ１０２：情報生成工程）
。本実施の形態の場合、情報生成工程Ｓ１０２において、検出装置４０１は異物Ａの大き
さを示すサイズ情報も生成する。
【００３０】
　次に、情報生成工程（Ｓ１０２）で得られた位置情報に基づいて、異物Ａ、および、そ
の周囲の少なくとも一方に異物Ａが原料液２００を吸収することを阻害する阻害樹脂を塗
布する（Ｓ１０３：樹脂塗布工程）。
【００３１】
　図６は、樹脂塗布工程を実行する樹脂塗布装置を模式的に示す側面図である。
【００３２】
　例えば同図に示すように、樹脂塗布装置４０２は、位置情報に基づき水平面（図６中で
は基板１００の面と合致させるためＸＺ平面）を自在に移動できるヘッド４２１を備えて
いる。ヘッド４２１は、ジェットディスペンス方式で阻害樹脂２９９を吐出することがで
きるものとなっている。
【００３３】
　樹脂塗布装置４０２は、位置情報に基づき異物Ａの上方にヘッド４２１のノズル４２２
を配置し、サイズ情報に対応した量の阻害樹脂２９９を異物Ａに塗布する。
【００３４】
　以上により、異物Ａは阻害樹脂２９９により覆われ、原料液２００を吸収することが抑
制される。
【００３５】
　次に、印刷装置４０３が、複数のバンク１０１が設けられた基板１００のバンク１０１
の間のそれぞれに有機ＥＬ材料を含む原料液２００を塗布する（Ｓ１０４：印刷工程）。
【００３６】
　図７は、印刷工程を実行する印刷装置を模式的に示す側面図である。
【００３７】
　例えば同図に示すように、印刷装置４０３は、図中Ｘ軸方向に一次元的に並んだ吐出口
を複数備え、当該吐出口と基板１００とを相対的に移動させながら、原料液２００をバン
ク１０１の間に適宜塗布していく。
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【００３８】
　この場合、バンク１０１の間に異物Ａが存在していたとしても、異物Ａは阻害樹脂２９
９に覆われているため、異物Ａが原料液２００を吸収することはなく、異物Ａが存在する
バンク１０１の間に塗布された原料液２００の量と発光に寄与する有機ＥＬ材料が含有さ
れた原料液２００の量とが実質的に同一となる。
【００３９】
　従って、次工程において原料液２００を乾燥させて基板１００に定着させた有機ＥＬ材
料の厚みは異物Ａの有無にかかわらずほぼ同一となる。
【００４０】
　そして、上記製造方法を採用することにより、バンク１０１の間に異物Ａを覆う、また
は、囲う阻害樹脂を備える有機ＥＬ表示パネル３００を製造することができる。当該有機
ＥＬ表示パネル３００は、発光画素１０２に同一の電圧を印加した場合、異常に輝度が高
い発光画素１０２の発生を抑制することができる。
【００４１】
　次に、樹脂塗布工程の変形例について説明する。
【００４２】
　［変形例１］
　図８は、実施の形態１の変形例１における樹脂塗布工程後の基板を模式的に示す斜視図
である。
【００４３】
　同図に示すように、樹脂塗布工程（Ｓ１０３）において、阻害樹脂２９９は異物Ａに直
接塗布するのではなく、異物Ａが原料液２００を吸収することを阻害できる態様であれば
異物Ａの周囲に阻害樹脂２９９を塗布するものでもよい。
【００４４】
　［変形例２］
　図９は、実施の形態１の変形例２における印刷工程を実行する印刷装置を模式的に示す
側面図である。
【００４５】
　同図に示すように印刷工程（Ｓ１０４）においては、阻害樹脂２９９が塗布されたバン
ク１０１の間に塗布する原料液２００の量を、異物Ａが存在しなかったならば塗布する原
料液２００の量よりも少なくしてもかまわない。この場合、樹脂塗布工程（Ｓ１０３）に
おいて樹脂塗布装置４０２が塗布した阻害樹脂２９９の量と同じ量を少なくしても良い。
さらには、樹脂塗布装置４０２が塗布した阻害樹脂２９９の量、および、検出装置４０１
が生成したサイズ情報に基づき原料液２００の塗布量を減少させてもかまわない。
【００４６】
　これによれば、異物Ａおよび塗布された阻害樹脂２９９によって減少した発光画素１０
２の面積に対応して塗布する原料液２００の量を調整することができ、次工程において原
料液２００を乾燥させて基板１００に定着させた有機ＥＬ材料の厚みを正確に調整するこ
とが可能となる。なお本変形例２は異物Ａのサイズが大きい場合に特に有効である。
【００４７】
　（実施の形態２）
　［有機ＥＬ表示パネルの製造システム］
　図１０は、実施の形態２にかかる有機ＥＬ表示パネルの製造システムを模式的に示す図
である。
【００４８】
　同図に示すように製造システム４００は、検出装置４０１と、印刷装置４０３とを備え
ている。
【００４９】
　なお、これらの装置は上記と同様であるため、同一の符号を付し詳細な説明を省略する
。
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【００５０】
　［有機ＥＬ表示パネルの製造方法］
　次に、実施の形態２にかかる有機ＥＬ表示パネル３００の製造方法について説明する。
【００５１】
　図１１は、実施の形態２にかかる有機ＥＬ表示パネルの製造方法を示すフローチャート
である。
【００５２】
　同図に示すように、前工程において複数のバンク１０１が設けられた基板１００に対し
、検出装置４０１を用いて基板１００のバンク１０１側の表面に存在する異物Ａを検出す
る（Ｓ２０１：検出工程）。
【００５３】
　検出工程（Ｓ２０１）で異物Ａが検出された場合（Ｓ２０１、Ｙ）、基板１００に対す
る異物Ａの位置を示す位置情報を検出装置４０１が生成する（Ｓ２０２：情報生成工程）
。本実施の形態の場合、情報生成工程Ｓ２０２において、検出装置４０１は異物Ａの大き
さを示すサイズ情報も生成する。
【００５４】
　次に、情報生成工程（Ｓ２０２）で得られた位置情報に基づいて、印刷装置４０３が、
複数のバンク１０１が設けられた基板１００のバンク１０１の間のそれぞれに有機ＥＬ材
料を含む原料液２００を塗布する（Ｓ１０４：印刷工程）。本実施の形態の場合、図１２
に示すように、印刷装置４０３は、位置情報に基づいて異物Ａが存在するバンク１０１の
間に塗布する原料液２００の量を、異物Ａが存在しなかったならば塗布する原料液２００
の量よりも多くして、原料液２００の実質的な充填量、つまり、異物Ａに吸収された量を
除外した原料液２００の量を他のバンク１０１の間の塗布量と同じにする。
【００５５】
　具体的には検出装置４０１が生成したサイズ情報に基づき原料液２００の塗布量を増加
させてもかまわない。
【００５６】
　これによれば、異物Ａに吸収され発光に寄与しない有機ＥＬ材料を塗布する原料液２０
０を増加させることにより補填することができ、異物Ａが存在するバンク１０１の間に充
填された原料液２００の実質的な量と、それ以外の部分に充填された原料液２００の量と
がほぼ同一となる。
【００５７】
　従って、次工程において原料液２００を乾燥させて基板１００に定着させた有機ＥＬ材
料の厚みは異物Ａの有無にかかわらずほぼ同一となる。そして、同一の電圧を印加した場
合、異常に輝度が高い発光画素１０２の発生が抑制された有機ＥＬ表示パネル３００を製
造することが可能となる。
【００５８】
　（他の実施の形態）
　以上のように、本出願において開示する技術の例示として、実施の形態１、２および、
変形例を説明した。しかしながら、本開示における技術は、これらに限定されず、適宜、
変更、置き換え、付加、省略などを行った実施の形態にも適用可能である。また、上記実
施の形態１や変形例で説明した各構成要素を組み合わせて、新たな実施の形態とすること
も可能である。
【００５９】
　たとえば、実施の形態１において、有機ＥＬ表示パネル３００はテレビに備えられるも
のであるとした。しかし、有機ＥＬ表示パネル３００はテレビ以外に用いられるものであ
ってもかまわない。例えば、有機ＥＬ表示パネル３００は、外部から入力される映像を表
示するモニタ装置、広告媒体として使用されるデジタルサイネージ、ならびに、タッチパ
ネルによってユーザの操作を受け付ける携帯端末、タブレット端末、および、テーブル型
有機ＥＬ表示パネル３００等として実現されてもよい。



(9) JP WO2015/162891 A1 2015.10.29

10

20

30

40

【００６０】
　以上のように、本開示における技術の例示として、実施の形態を説明した。そのために
、添付図面および詳細な説明を提供した。
【００６１】
　したがって、添付図面および詳細な説明に記載された構成要素の中には、課題解決のた
めに必須な構成要素だけでなく、上記技術を例示するために、課題解決のためには必須で
ない構成要素も含まれ得る。そのため、それらの必須ではない構成要素が添付図面や詳細
な説明に記載されていることをもって、直ちに、それらの必須ではない構成要素が必須で
あるとの認定をするべきではない。
【００６２】
　また、上述の実施の形態は、本開示における技術を例示するためのものであるから、請
求の範囲またはその均等の範囲において種々の変更、置き換え、付加、省略などを行うこ
とができる。
【００６３】
　例えば、上記実施の形態では、ラインバンクが設けられた基板１００を例示して説明し
たが、基板に設けられるバンクはラインバンクばかりでなく、縦バンク１１１および横バ
ンク１１２が同じ高さであり、発光画素１０２毎に原料液２００を塗布するような基板１
００等でもかまわない。
【産業上の利用可能性】
【００６４】
　本開示は、画像や文字、動画を表示する有機ＥＬ表示パネル３００の製造方法、および
、有機ＥＬ表示パネル３００の製造システムであって、特に大型の有機ＥＬ表示パネル３
００に適用可能である。具体的には、テレビ、モニタ表示、デジタルサイネージ、携帯端
末、タブレット端末、および、テーブル型有機ＥＬ表示パネル３００などの電子機器に、
本開示は適用可能である。
【符号の説明】
【００６５】
１００　基板
１０１　バンク
１０２　発光画素
１１１　縦バンク
１１２　横バンク
２００　原料液
２９９　阻害樹脂
３００　有機ＥＬ表示パネル
３９９　テレビ
４００　製造システム
４０１　検出装置
４０２　樹脂塗布装置
４０３　印刷装置
４２１　ヘッド
４２２　ノズル



(10) JP WO2015/162891 A1 2015.10.29

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(11) JP WO2015/162891 A1 2015.10.29

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】

【図１２】



(12) JP WO2015/162891 A1 2015.10.29

10

20

30

40

【国際調査報告】



(13) JP WO2015/162891 A1 2015.10.29

10

20

30

40



(14) JP WO2015/162891 A1 2015.10.29

10

20

30

40



(15) JP WO2015/162891 A1 2015.10.29

10

20

30

40



(16) JP WO2015/162891 A1 2015.10.29

10

20

30

40



(17) JP WO2015/162891 A1 2015.10.29

10

20

30

40



(18) JP WO2015/162891 A1 2015.10.29

10

20

30

40



(19) JP WO2015/162891 A1 2015.10.29

10

20

30

40



(20) JP WO2015/162891 A1 2015.10.29

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 有机EL显示板的制造方法和有机EL显示板的制造系统

公开(公告)号 JPWO2015162891A1 公开(公告)日 2017-04-13

申请号 JP2016514709 申请日 2015-04-17

[标]申请(专利权)人(译) 日本有机雷特显示器股份有限公司

申请(专利权)人(译) 株式会社JOLED

[标]发明人 伊東豊二

发明人 伊東 豊二

IPC分类号 H05B33/10 H01L51/50 H05B33/22 H05B33/12

CPC分类号 H01L27/3246 H01L51/0005 H01L51/0025 H01L51/0031 H01L51/56 H01L2227/323 H01L51/5012 
H05B33/10

FI分类号 H05B33/10 H05B33/14.A H05B33/22.Z H05B33/12.B

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC45 3K107/DD89 3K107/GG08 3K107/GG56

代理人(译) 吉川修
Sobashima正雄

优先权 2014089668 2014-04-23 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

一种通过将含有所述衬底（100）（101）的银行之间的有机EL材料
（200）之前，在印刷工序中的原料液的打印步骤制造有机EL显示面板
（300）的方法，检测外来物体在基板上的本（100）信息产生步骤，产
生指示当检测到异物A时异物A的位置的位置信息;信息产生步骤，基于位
置信息在异物A及其周围中的至少一个上产生抑制树脂（299）并且涂覆
树脂的步骤。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/de7ce06e-c016-461d-a957-ee5cec1a184c
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/054332070/publication/JPWO2015162891A1?q=JPWO2015162891A1

